
別添２：地方活力向上地域等特定業務施設整備計画記載例（拡充型）

中小企業で事業年度が４月１日～３月３１日である法人の事例

地方活力向上地域等特定業務施設整備計画

１ 地方活力向上地域等特定業務施設整備計画の内容

（１） 特定業務施設並びにこれと併せて整備する特定業務福利厚生施設及び特定業務児童福祉

施設（以下「特定業務福利厚生施設等」という。）の整備内容

① 整備目的

弊社の主力事業となっている○○製造事業は、近年世界的にも注目されており、独自

に培った製造技術を駆使した機能的で多彩な製品を提供している。

今後も他社と一線を画した高品質な製品を開発するとともに、製品分野の拡大を進め

るため、この度茨城県つくば市に立地する工場の拡幅に合わせ、製品開発及び製造技術

開発を行う研究所を構内に設置する。

併せて、円滑な社員の移住や現地での人材獲得の観点から、小学校横の旧保育園舎を

改装したレンタルスペースを自治体の補助金を活用して賃借し、学童保育施設を整備す

る。

② 整備内容

ア）特定業務施設及びこれと併せて整備する特定業務福利厚生施設等の種別

※各施設の種別は、該当するものに「○」を記載すること。

※特定業務福利厚生施設等にあっては、該当する地域再生法施行規則第８条第２項各号又

は第３項各号の施設も併せて記載すること。

イ）整備場所

・研究所：つくば市＊＊町○○

・放課後児童健全育成事業（規則第８条第３項第１号）：つくば市○○町＊＊センタ

ー

※整備場所は、特定業務施設及びこれと併せて整備する特定業務福利厚生施設等を整備す

る住所を記載すること。特定業務施設、特定業務福利厚生施設又は特定業務児童福祉施

設を別の住所で整備する場合は、施設ごとに記載すること。賃貸による場合は入居を予

定する物件名まで記載すること。

ウ）特定業務施設及びこれと併せて整備する特定業務福利厚生施設等の取得等の別

・特定業務施設

・特定業務福利厚生施設

・特定業務児童福祉施設

事務所 研究所 研修所 特定業務

福利厚生

施設

特定業務

児童福祉

施設

〇 ○

区分 新築 増築 購入 賃貸 用途変更

土地 〇

建物 〇

区分 新築 増築 購入 賃貸 用途変更

土地

建物

特定業務施設等の整備であること
と、その整備の目的がわかるように
記載してください。

事務所の整備の場合は、原則として、全社的な業務を行うもの又は各地域
における支部などが複数事業所に対して行うものである必要があります。
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※所有地にこれらの施設を整備する場合は、土地の用途変更欄に「○」を記載すること。

エ）特定業務施設及びこれと併せて整備する特定業務福利厚生施設等となる建物等

※対象施設（特定業務施設及びこれと併せて整備する特定業務福利厚生施設等をいう。以

下同じ。）以外の業務施設（工場等）を整備する場合は、その整備全体について記載す

ること。

※特定業務施設以外に特定業務福利厚生施設等又は特定業務施設以外の業務施設を整備す

る場合には、「備考」の欄に対象となる具体的な部分（対象部分のあるフロア等）等を

特定業務施設、特定業務福利厚生施設又は特定業務児童福祉施設ごとに記載すること。

※対象施設以外の業務施設（工場等）を整備する場合であって、土地、建物（共有部

分）、建物附属設備、構築物の対象部分が明確に区分できない場合のそれぞれの「対象

部分」の欄は、建物の特定業務施設部分、特定業務福利厚生施設部分、特定業務児童福

祉施設部分、対象施設以外の施設部分の延べ床面積の比により按分したものをそれぞれ

記載すること。

※土地、建物が複数ある場合は、その土地、建物ごとに記載すること。

※建物附属設備、構築物、機械装置が複数ある場合は、種類ごとに記載すること。

※特定業務施設及びこれと併せて整備する特定業務福利厚生施設等の図面、外観イメージ

を表す書類等を添付すること。

オ）特定業務福利厚生施設の用途、利用定員数及び利用見込み従業員数

区分 新築 増築 購入 賃貸 用途変更

土地 ○

建物 ○

区分 項目 全体 対象部分 備考

土地 敷地面積 700 ㎡ 350 ㎡ 研究所及び工場用。

建物 延べ床面積 1,000 ㎡ 500 ㎡ 地上２階建ての研究所等を建

設（１階を工場、２階を研究

所として建設）

土地 敷地面積 130 ㎡ 46.2 ㎡ 放課後児童クラブ用。

建物 延べ床面積 260 ㎡ 46.2 ㎡ 地上２階建ての旧保育舎を改

装したレンタルスペース１室

を賃貸

建物附属設備 種類 空調設備 空調設備は＊＊＊＊

エレベーターは、建物東部に

１基。

数量等 ２

台

１台

種類 エレベーター

数量等 １基 １基

構築物 種類 -

数量等 - -

機械装置 種類 ○○製造業用設備

数量等 ２基 １基

実際の課税時には、完成図面から再計算するため
計画値として記載してください。
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（２） 特定業務施設で行う業務

※特定業務福利厚生施設を整備する場合に記載すること。複数の特定業務福利厚生施設を

整備する場合は、該当する地域再生法施行規則第８条第２項各号の施設ごとに記載する

こと。

カ）特定業務児童福祉施設の用途、利用定員数及び利用見込み従業員の児童数

・用途：学童保育施設

・利用定員数：２０人

・利用見込み従業員の児童数：２０人

※特定業務児童福祉施設を整備する場合に記載すること。複数の特定業務児童福祉施設を

整備する場合は、該当する地域再生法施行規則第８条第３項各号の施設ごとに記載する

こと。

キ）事業期間

整備計画認定の日～令和 11年３月末

※事業期間の終期は、本計画の認定の日から起算して５年以内であること。ただし、地域

再生計画の計画期間を超えるものではないこと。

なお、事業期間の終期は、特定業務施設及び特定業務福利厚生施設等の整備が終了し、

組織改正及びそれに伴う人事異動が終了する時期を記載すること。

③ 特定業務施設及びこれと併せて整備する特定業務福利厚生施設等の整備の実施時期

ア）特定業務施設の整備の実施時期

※特定業務施設を賃貸により整備する場合は、「着工」の欄に賃貸借契約締結時期、「完

成」の欄に入居時期を記載すること。

※複数の特定業務施設を整備する場合は、それぞれの時期を並列に記載すること。

イ）特定業務福利厚生施設等の整備の実施時期

※特定業務福利厚生施設等を整備する場合に記載すること。

※特定業務福利厚生施設等を賃貸により整備する場合は、「着工」の欄に賃貸借契約締結

時期、「完成」の欄に入居時期を記載すること。

※複数の特定業務福利厚生施設等を整備する場合は、それぞれの時期を並列に記載するこ

と。

区分 時期 備考

土地取得 令和 ６年 ６月 工場の隣接地を購入。

着工 令和 ６年 ７月 事業開始時期から判断し、左記時期より

少し早まる可能性あり。

完成 令和 ７年 ３月 完成後早急に供用開始予定。

事業供用開始 令和 ７年 ４月

区分 時期 備考

土地取得 令和 年 月

着工 令和 ７年 ３月 学童保育施設：賃貸借契約締結時期

完成 令和 ７年 ４月 学童保育施設：入居時期

事業供用開始 令和 ７年 ４月

① 拡充等を行う業務

拡充等を行う業務部門 事業所 備考

研究所 茨城本社（茨城県） 製品の開発・改良にかかる研究所。

地域再生計画の計画期間：令和 13年（2031 年）３月末

取得の日の翌日から１年以内に当該土地を
敷地とする建物等の建設に着手する場合は、
土地も不動産取得税減免の対象となります。
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※「拡充等を行う業務部門」の欄は、調査・企画部門、情報処理部門、研究開発部門、国

際事業部門、その他管理業務部門、商業事業部門、情報サービス事業部門、サービス事

業部門、研究所、研修所の別を記載すること。

※「事業所」の欄は、拡充等を行う業務部門が申請時点に所在している事業所名称を記載

すること。

※商業事業部門は専ら業務施設において情報通信技術の活用により対面以外の方法による

業務を行うものに限る。

※サービス事業部門は調査・企画部門、情報処理部門、研究開発部門、国際事業部門又は

その他管理業務部門の業務の受託に関する業務を行うものに限る。

② 特定業務施設で行う業務

当該研究所においては、主力事業となっている○○製造事業の製品開発研究を行

う。経営戦略課でニーズ調査を行い、取りまとめた消費者のニーズに合わせた製品の

開発を進めるとともに、製造技術の向上により、リードタイムの短縮や製造コストの

削減を実現する。

③ 組織体制（事業実施前・事業実施後）

研究開発課の一部を移転する。

- - -

（事業実施前）

事務所別

組織別

拡充を行う、特定業務に係る部署ごとに、
業務内容を記載してください。
※箇条書きでもかまいません
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（事業実施後）

事業所別

組織別

施設整備に伴い従業員が増減する事業所・部署
の人数は赤字で標記してください。

従業員数は、貴社で常時雇用されている従業員の人数を計上してください。
「常時雇用」とは…雇用契約の形式の如何を問わず、事実上、期間の定めなく雇用

され、１週間の所定労働時間が 20 時間以上である場合をいいま
す。（パート・アルバイトを含む）

※雇用主（役員）や他社から派遣されている方は除いてください。

※雇用促進税制の対象となる、「無期雇用」かつ「フルタイム」の
「雇用保険一般被保険者」とは異なります。
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２ 特定業務施設において常時雇用する従業員に関する事項

（１） 特定業務施設において常時雇用する従業員数

※申請者の各事業年度の末日の従業員数を記載すること。「終了時」の欄は、事業期間の末日

の従業員数を記載すること。事業期間の末日を含む期間については、当該期間の欄には記載

せず、「終了時」の欄に記載すること。

（２） 特定業務施設において常時雇用する従業員の増加数

※申請者の各事業年度の従業員の増加数を記載すること。「１期目」の欄は認定の日から１期

目の末日まで、「終了時」の欄は事業期間の末日の属する事業年度開始の日から事業期間の

末日までの間の従業員の増加数を記載すること。事業期間の末日を含む期間については、当

該期間の欄には記載せず、「終了時」の欄に記載すること。

※「新規採用者数」の欄は、新規採用による従業員の増加数を記載すること。

※転勤者数は、他の事業所からの転勤による従業員の増加数を記載すること。

（３）新規採用者及び他の事業所からの転勤者の職種

※「職業分類」の欄は、日本標準職業分類の中分類から選択し記載すること。

※「人数」の欄は、事業期間の末日の職種ごとの従業員数を記載すること。

（４）整備計画に関連する全事業所において特定業務（注）に従事する常時雇用する従業員数

注）地域再生法施行規則第８条第１項各号に掲げる業務施設において行われる業務

※組織体制図には、全社的な組織を記載するとともに、それぞれの部署の所在が分かるよ

うに記載すること。

※それぞれの部署の事業実施前、事業実施後（予定）の定員数を記載すること。

区分/時期 申請時 １期目 ２期目 ３期目 ４期目 ５期目 終了時

特定業務施設の全

従業員数
０人 ０人 １５人 -人 -人 -人 １５人

区分/時期 １期目 ２期目 ３期目 ４期目 ５期目 終了時 合計

新規採用者数 ０人 １０人 -人 -人 -人 ０人 １０人

他の事業所からの

転勤者数
０人 ５人 -人 -人 -人 ０人 ５人

職業分類 人数 備考

製造技術者（開発） １５人 研究所：製品開発及び製造技術開発に従事

０人

０人

０人

合計 １５人

区分/時期 申請時 １期目 ２期目 ３期目 ４期目 ５期目 終了時

集中地域にある事

業所の従業員数

８５人
８５人 ８０人 -人 -人 -人 ８０人

集中地域以外の地

域にある事業所の

従業員数

０人 ０人 １５人 -人 -人 -人 １５人

今回整備する施設内の特定業務に該当する部門をいいます。

取得等の別を新築、購入、賃貸とした場合は、
申請時点で施設が存在しないため、０人としてください。

移転や建替えの場合、旧社屋からの異動者は
転勤者欄に記載してくだい。

２(1)の「終了時」従業員数の内訳を記載してください。
※備考欄には、業務内容を「別表」の「業務内容例」から選択して記載

移転や建替えの場合、
旧社屋からの異動者を記載してくだい。

「集中地域以外の従業員数」が５人
（中小企業の場合１人）以上
増加することが必要です。
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※申請者の各事業年度の末日の従業員数を記載すること。「終了時」の欄は、事業期間の末日

の従業員数を記載すること。事業期間の末日を含む期間については、当該期間の欄には記載

せず、「終了時」の欄に記載すること。

※計画により業務部門が拡充等する全事業所における特定業務に従事する従業員の合計数を記

載すること（当該特定業務施設における従業員含む。）。

３ 地方活力向上地域等特定業務施設整備計画を実施するために必要な資金及びその調達方法

（１） 特定業務施設等の整備に必要な資金

※対象特定業務施設以外の業務施設（工場等）を整備する場合は、その全体について記載する

こと。ただし、建物が複数ある場合など、特定業務施設、特定業務福利厚生施設、特定業務

児童福祉施設及び対象施設以外の施設ごとに区分できる場合は、その内訳を記載すること。

※建物附属設備、構築物、機械装置が複数ある場合は、「取得価格等」の欄にその合計額を記

載し、「備考」の欄備考欄に主な内訳等を特定業務施設、特定業務福利厚生施設又は特定業

務児童福祉施設ごとに記載すること。

（２） 特定業務施設等の整備に必要な資金の調達方法

※ただし、対象施設を整備する場合であって、特定業務施設、特定業務福利厚生施設、特定業

務児童福祉施設及び対象施設以外の施設ごとに区分できる場合は、その内訳を記載すること。

※国、都道府県及び市町村等からの補助については、「その他」の欄に記載すること。

※合計額は３（１）特定業務施設等の整備に必要な資金と同額となるよう記載すること。

４ 特例措置の活用の希望

区分 取得価格等 備考

土地 60百万円

建物 604 百万円 地上２階建ての研究所等を建設、地上２階建て

の改装旧保育舎のレンタルスペース１室を賃貸

建物附属設備 60百万円 空調設備、エレベーター

構築物 0百万円

機械装置 80百万円 ○○製造業用設備 2基

その他 0百万円

合計 804 百万円

調達方法 金額 備考

自己資金 411 百万円

借入金 350 百万円 ○○信用金庫

社債等 0百万円

出資 0百万円

その他 43百万円 補助金 国 百万円（学童保育施設）、県 32 百

万円（うち 2百万円は学童保育施設）、市 10 百

万円

合計 804 百万円

特例措置内容 活用の希望の有無

借入れ等に対する独立行政法人中小企業基盤整備機

構の債務保証
■希望する □希望しない

設備投資に対する課税の特例措置（特別償却又は税

額控除の選択適用）
■希望する □希望しない

調達先の金融機関名を記載してください。

オフィス減税



別添２：地方活力向上地域等特定業務施設整備計画記載例（拡充型）

※新規雇用等に対する課税の特例措置を活用される場合であって、当該特例措置の対象となる

特定業務施設の雇用保険適用事業所番号を有する場合は以下に記載すること（複数の雇用

保険適用事業所番号を有する場合はその全てを記載すること。）。

新規雇用等に対する課税の特例措置（税額控除） ■希望する □希望しない

なし（研究所は既存工場と別の雇用保険適用事業所として新規に届出予定）

雇用促進税制

オフィス減税と雇用促進税制は、同一事業年度での併用ができませんので、御注意ください。
事業年度が異なれば、それぞれ適用することができます。
（例：１期目はオフィス減税、２期目は雇用促進税制）


